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洲本の夜をイルミネーションで彩る「光の街・

洲本２００５」が１２月４日市民広場で始

まりました。高さ２１メートルのビックツ

リーや光のオブジェなど約３万灯の電飾が

来年１月１５日まで灯されます。
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来年１月１５日まで灯されます。
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今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
洲
本
市
の
平
成
十
七
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
来
年

二
月
の
五
色
町
と
の
合
併
が
決
ま
っ
た
ほ
か
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　洲本市と五色町との合併協定調印式が２月２５日、市民交流センターで行われ、両
市町長が、合併協定書に署名しました。その後、両市町議会の議決を経て県知事へ申請、
６月には、廃置分合（合併）の決定書が井戸知事から交付されるなど、来年２月の合
併が決まりました。

　昭和１５年２月１１日、兵庫県下で６番目の都市として洲本市が誕生、６５周年目
となる本年、記念式典が市民会館で行われました。式典では、功労者表彰や次代を担
う子どもたちのメッセージが読み上げられました。

　洲本市と五色町が共同で整備を進めていた新し尿処理場「せ
いすい苑」が完成し３月２６日、竣工式が行われました。建
物は、鉄筋２階建て延べ２，１５１平方 、１日の処理能力
は５０  となっています。

　昨年の台風２３号被害からの復旧・復興に向け、１月に災
害対策本部を災害復興本部に切り替え、防災企画室などを新
設しました。また、今後の防災対策のため４月からは市内の
現地調査（写真）や住民アンケートを実施、１０月には１周
年を迎え防災講演会が行われました。

キ
　ロ

リッ
トル

メー
トル



　アメリカ合衆国・ハワイ州ハワイ郡との姉妹都市提携が
５周年を迎え、７月には柳実郎市長、小松茂市議会議長の
ほか、市国際交流協会、市内の中高生らの皆さんがハワイ
島を訪れ交流を深めました。

　平成１５年から工事を進めていた市文化体育館が完成
し５月２１日、竣工式が行われました（一般使用は８月
から）。愛称を募集していた文化ホールは「しばえもん座」、
メインアリーナは「しおさい館」と決まりました。

　本市名誉市民で、南画の最高峰、直原玉青さん（大
阪府守口市）が９月３０日、１０１歳で亡くなられ
ました。直原さんは明治３７年、岡山県に生まれ、
２歳から１６歳まで洲本市で過ごされました。

　来年、兵庫県で開催される「のじぎく兵庫国体」のリハーサル大
会が８月２０日～２１日まで市文化体育館で行われました。同大会
では、近畿ブロック大会成年女子９人制バレーボール競技が行われ、
近畿２府４県の代表チームが岡山国体の代表を目指して熱戦を繰り
広げました。

　上灘小学校と、中津川分校、畑田分
校が１２月３１日で廃校となります。
来年１月から上灘小学校は、市役所出
張所と上灘診療所が移転、２つの分校
は地域の集会所として利用される予定
です。

　阪神・淡路大震災と昨年の台風２３号からの復
興を全国にアピールする「洲本第九」演奏会が、
１２月４日、市民会館で開かれました。また、来
年３月にふれあいホールが閉館されることに伴い、
市民会館の催しなどが掲載されている新聞などの
展示が行われました。

・阪神・淡路大震災１０周
　年を記念して総合防災訓
　練が行われました。 １月

・洲本市と五色町の社会福
　祉協議会の合併調印が行
　われました。 　　　６月

・利用客を増やし経営の改
　善を目指して、パールラ
　インの料金が値下げされ
　ました。　　　　　９月

・来年１０月からの本格実
　施を目指して、ごみ分別
　収集のモデル試行が始ま
　りました。　　　１０月

3
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本店　洲本市宇山

店舗　島　内　　２０店

　　　神戸市　　 ５店

　　　明石市　　 １店

　　　西宮市　　 １店
理事長 瀧　川　好　美

　
文
化
体
育
館
二
階
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
来
年
一
月
十

一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。運
営

受
託
事
業
者
は
コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　
利
用
で
き
る
施
設
は
、ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
を
備
え
た

ジ
ム
、各
種
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ジ
オ
、

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
で
す
。利
用
で

き
る
時
間
、料
金
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
利
用
時
間
　
▽
平
日
、午
前

　
十
時
〜
午
後
九
時
　
▽
土
日

　
祝
日
、午
前
十
時
〜
午
後
六

　
時（
た
だ
し
、毎
週
火
曜
日
の

　
施
設
休
館
日
は
利
用
で
き
ま

　
せ
ん
）

◆
利
用
料
金
　
▽
定
期
利
用
、

　
四
千
円（
一
人
一
か
月
、ジ
ム

　
利
用
と
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

　
受
け
ら
れ
ま
す
）　
▽
都
度

　 

利
用
、 

六
百
円 

（
一
人
一
日

　
一
回
、 

ジ
ム
の
み
利
用
で
き

　
ま
す
）

◆
利
用
制
限
　
▽
中
学
生
以
下

　
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。▽
泥

　
酔
者
や
医
師
に
よ
り
運
動
を

　
禁
止
さ
れ
て
い
る
人
、他
の

　
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
恐

　
れ
の
あ
る
人
は
利
用
で
き
ま

　
せ
ん
。

◆
施
設
見
学
・
体
験
利
用
　
オ

　
ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
、十
二

　
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日

　
の
三
日
間（
午
前
十
時
〜
午

　
後
五
時
）、施
設
見
学
会
を
開

　
催
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
定
期

　
利
用
の
予
約
申
込
み
受
付
を

　
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、来
年
一
月
六
日
か

　
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間（
午

　
前
十
時
、午
後
一
時
、午
後
四

　
時
の
三
回
）、体
験
利
用
の
た

　
め
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

　
　
体
験
利
用
を
、ご
希
望
の

　
人
は
市
文
化
体
育
館
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
ル
ー
ム（
1
２
２
・
６

　
７
２
６
）へ
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。な
お
、定
員
に
達
し

　
た
場
合
は
、入
場
を
制
限
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ１８

１・１
１～

文
化
体
育
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
木
製
の
ツ
リ
ー
「
は
ば
タ
ン
・
ハ
ウ
ス
」
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。
来
年
１
月
３１
日
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
す
。

◆スタジオプログラム例（スタジオでは、次のようなプログ
　ラムを予定しています）
プログラム名称
ボディパンプ

ソフトエアロ

ヒップホップ

ヨガ

太極拳

ダンベル体操

　開催時間
30分～60分

30分

30分～60分

30分～60分

30分～60分

30分

運動の性質
音楽に合わせて楽しく
全身をシェイプアップ
します。
体力のない人でも参加
できるウォーキングク
ラスです。
ヒップホップダンスの
プログラムです。
ヨガのいろいろなポー
ズで心と身体のバラン
スを整えます。
中国古来の武術をもとに、
ゆっくりとした動きで
健康増進につなげます。
ダンベルを用いて、バラ
ンスの取れた体づくり
を目指します。

土足禁止のため、トレーニングシューズをご持参ください。▽
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夢あるくらしのパートナー

理 事 長 藤　　　勝 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店

昨
年
十
月
の
台
風
二
十
三
号
の
復
旧
・
復
興
状
況
な
ど
の
ほ
か
、
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
連
情
報
は
、
洲
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.c
ity.s

u
m
o
to
.h
yo
g
o
.jp
/

）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

に
よ
り
、
概
算
で
「
生
活
関
係

経
費
」
の
支
給
を
受
け
、
必
要

な
物
品
購
入
な
ど
を
済
ま
さ
れ

た
人
は
、
早
急
に
「
使
途
実
績

報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
ま
だ
概
算
で
支
給
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
支
給
を

受
け
次
第
、
必
要
な
物
品
の
購

入
な
ど
を
済
ま
せ
た
う
え
、
早

急
に
「
使
途
実
績
報
告
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
原
則
と

し
て
、
本
年
十
二
月
十
九
日
ま

で
に
支
出
し
た
分
が
実
績
報
告

の
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
1
２
２
・

９
３
３
３
）
へ
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十

年
が
経
ち
ま
し
た
。
四
十
五
万

世
帯
の
住
宅
が
全
半
壊
し
た
大

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
兵
庫

県
が
全
国
に
先
駆
け
て
九
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
住
宅
再

建
共
済
制
度
」
で
す
。

　
住
宅
再
建
に
は
、
貯
蓄
や
地

震
保
険
な
ど
に
よ
る
「
自
助
」
、

公
的
支
援
に
よ
る
「
公
助
」
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
将
来

の
自
然
災
害
に
み
ん
な
で
備
え

る
「
共
助
」
の
安
心
シ
ス
テ
ム

が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
共
済
制
度
で
は
、
年
間

五
千
円
（
初
年
度
は
月
額
五
百

円
）
の
負
担
で
、
半
壊
以
上
の

被
害
を
受
け
た
住
宅
を
新
た
に

建
築
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
は

最
高
六
百
万
円
が
給
付
さ
れ
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

機
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
自

然
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
は
、
市
役
所
や
県
民

局
、
郵
便
局
な
ど
に
あ
る
加
入

申
込
み
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
7

県
住
宅
再

建
共
済
基
金
（
1
０
７
８
・
３

６
２
・
９
４
０
０
）
へ
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
淡
路
島

で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
強
化

す
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
防
災
・
危
機
管
理

を
分
か
り
や
す
く
、
ク
イ
ズ
な

ど
を
交
え
て
楽
し
い
学
び
の
場

を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
　
き
　
一
月
十
四
日
G
、

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
起
震
車
設

　
置
）
・
午
後
〇
時
半
〜
、
開

　
演
、
午
後
二
時
〜

◆
と
こ
ろ
　
市
文
化
体
育
館
文

　
化
ホ
ー
ル

◆
内
　
容
　
▽
神
戸
市
消
防
局

　
音
楽
隊
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

　
グ
演
奏
会
　
▽
ク
イ
ズ
「
災

　
害
っ
て
な
に
？
　
災
害
時
の

　
心
構
え
と
予
防
対
策
」
　
▽

　
み
ん
な
で
楽
し
く
は
ば
タ
ン

　
体
操
！
　
な
ど

▼
詳
し
く
は
、
同
淡
路
島
（
1

２
４
・
０
６
４
５
）
へ
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

「
生
活
関
係
経
費
」
は
早
め
に

実
績
報
告
を
！

ふ
れ
あ
い
防
災
ま
ち
づ
く
り

　
ク
イ
ズ
で
防
災
・

危
機
管
理
　
開
催

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

共
に
助
け
合
う
「
住
宅
再
建

共
済
制
度
」
に
ご
加
入
を

ー

ー

－

道路や河川、農地などの
復旧工事の進捗状況は、次のとおりです。
◆公共土木 （１１月３０日現在）

区　分

道　路

河　川

橋　梁

合　計

事業箇所数

　１６７

　　４５

　　　７

　２１９

設計書作成済
（入札含）数

　  １６７

　　  ４５

　　  　７

　  ２１９

進捗率 (     )

100.00

100.00

100.00

100.00

パー
セント

◆農林土木 （１１月３０日現在）

区　分

農　地

施設等

合　計

事業箇所数

　７１３

　６８９

　1,402

設計書作成済
（入札含）数

　  ６３４

　  ６２９

 １,２６３

進捗率(     )

   88.92

　91.29

　90.09

パー
セント

物部２丁目地区（市道洲本川南堤防線）
通行止のお知らせ

洲本川矢板護岸工事に伴い、銀橋と不二美橋間が通
行止となっています。工事期間中は、ご迷惑をおか
けいたしますが、ご協力お願いいたします
　１．期　間：平成18年3月31日まで（予定）の月～
　　　　　　　土曜日（祝日含む）
 ２．時　間：9：00～17：00

青
雲
橋

不
二
美
橋

銀
橋

潮
橋

通行止区間



「洲本第九」の歌声がふれあいホールに響きわたりました「洲本第九」の歌声がふれあいホールに響きわたりました「洲本第九」の歌声がふれあいホールに響きわたりました「洲本第九」の歌声がふれあいホールに響きわたりました

　
洲
本
市
民
会
館
最
後
の
自

主
事
業
「
洲
本
第
九
」
の
演

奏
会
が
十
二
月
四
日
、
同
館

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
民
会
館
自
主
公
演
実
行

委
員
会
の
主
催
で
、
本
年
五

月
か
ら
市
民
か
ら
合
唱
団
を

募
集
し
、
十
二
月
の
本
番
に

向
け
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
市
文
化
体
育
館
の
完
成
に

よ
り
、
同
館
大
ホ
ー
ル
（
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
）
は
、
来
年

三
月
末
で
閉
鎖
と
な
り
、
詰

め
か
け
た
約
千
人
の
聴
衆
は
、

歓
喜
の
歌
声
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
市
民
会
館
は
、
昭
和
四
十

一
年
一
月
、
市
民
待
望
の
文

化
の
殿
堂
、
島
内
初
の
本
格

的
な
文
化
ホ
ー
ル
と
し
て
誕
生
、

以
来
四
十
年
に
わ
た
っ
て
成

人
式
や
結
婚
式
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

６
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洲
本
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

洲
本
防
災
ネ
ッ
ト

洲本警察からの防犯情報です。
○月○日、午後４時ごろ、洲本
市○○付近で、下校中の小学３
年生の女児が～

●戻る 

防犯情報がメールで届きます。

教育委員会からのお知らせ

こちらに教育委員会からの
お知らせが適宜入ります。

 洲本あんしんネット 
 検索結果 

 【リスト一覧】 

1.洲本市教育委員会  

 リストから選択してください。 

●戻る 

1.洲本市教育委員会を選択

洲本市教育委員会 

メールアドレスを登録いただくと、
ホームページが更新された際に、
メールでお知らせします。

●お知らせメールを
　申し込む / 解除する

●「洲本市からの緊急防犯情報」メールを

　申し込む / 解除する

●洲本あんしんネット トップページへ

「洲本市からの緊急防犯情報」
メールを申し込むを選択

 洲本市内の子どもたちの安全・
安心のための防犯情報をいち早
く家族や地域に発信します。

1.洲本市教育委員会・洲本市
　健康福祉部

2.保育所  
3.幼稚園  
4.小学校  
5.中学校  

http://sumoto-
ansin.net/を入力

1.洲本市教育委員会・洲本市健
康福祉部を選択

■洲本あんしんネットについて  
■お問い合わせ  
●戻る 

【緊急情報】
洲本市
●先程の○○付近の雑草火災は12時
　41分に鎮火しました。
 【2005/06/10 12:47:22】 
●これまでの緊急情報 

 【お知らせ】 
1.防災情報【災害時の避難について】 
 【2005/03/31更新】 
2.防災情報【非常用持出品リスト】 
 【2005/03/31更新】 
3.避難所情報【内町・外町・小路谷・
　　　　　　　潮・物部・上物部】 
 【2005/03/31更新】 
4.避難所情報【千草・大野・加茂・
　　　　　　　桑間】 
 【2005/03/31更新】 
5.避難所情報【中川原・安乎・納・
　　　　　　　鮎屋・由良・上灘】 
 【2005/03/31更新】 

 ◆お知らせメール◆ 

　⇒ 登録／解除 

モバイルすもと 

●ひょうご防災ネットトップページへ 

http://bosai.net/
sumoto/を入力

洲本市
information

◆お知らせメール◆⇒登録を選択

最
近
、
小
学
生
児
童
が
不
審
者
に
よ
り
命
を
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
、
全
国
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
洲
本
市
内
で
も
連
れ
去
り
の
未
遂
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

洲
本
市
で
は
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
不
審
者
情
報
な
ど
を
発
信
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
洲
本
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
　
と
、
地
震
、
台
風
な
ど
の
緊
急
情
報
や
火
災
情
報
な

ど
を
発
信
す
る
　
洲
本
防
災
ネ
ッ
ト
　
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
自
分
の
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
、
緊
急
情
報
な
ど
が
メ
ー
ル
で

届
き
ま
す
。
登
録
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

”

”

”

”

　洲本市では、現在ごみとして処理しているものの中から、資源となるものを取り出して有効に利用していくため、日常

生活から出る家庭ごみについては、来年１０月から１７分別収集に移行します。これに伴い、指定ごみ袋の制度も見直し、

家庭のごみをごみとして捨てれば費用負担（有料の指定ごみ袋を購入）が必要となるのに対して、分別してエコステーシ

ョンへ持ち寄っていただけば無料となる新しい仕組みづくりを、市民や地域の皆さんのご協力を得て取り組んでいます。

　「事業系ごみ」（会社や事務所、店舗、公共施設などのごみ）の処理は、来年１０月から次のいずれかの方法により事

業者（会社・店舗などの経営者、施設の設置者）の責任で処理していただくことになります（現在の指定ごみ袋は、来年

９月末まで使用できます）。

　事業者（社員）が自ら処理場へ運ぶ。（各処理場の手数料が必要）

　市から収集運搬の許可を受けている業者と契約して運んでもらう。

◆自己搬入するときの処理場

　　　　　　 両処理施設とも産業廃棄物の受け入れはできません。

　事業系ごみについても、できるだけごみとせず、家庭ごみに準じて分別していただき、資源回収にご協力くださるよう

お願いします（分別した資源物は、民間の再生業者に持ち込んでください）。

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３３２１、内線３４２）へ。

資源循環型社会を目指した取り組みにご協力を資源循環型社会を目指した取り組みにご協力を

▽
▽

▽

▼

燃えるごみ

燃えないごみ

洲本市・南あわじ市衛生事務組合「やまなみ苑」

南あわじ市広田広田１１７４番地

1４５・０５３４　　処理手数料　２０　に付き１４０円

あわじ広域行政事務組合　粗大ごみ処理施設

洲本市奥畑字西の谷３９４－１

1２４・１６７６　　処理手数料１００　に付き１，５００円

キ
　ロ

キ
　ロ
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　洲本市休日等応急診療所（港２番26号、洲本市健康福祉館内）

では、今年も年末年始の応急診療を次のとおり行います。

　診察は、洲本市医師会の医師が当番で担当します。

　必ず保険証を持参してください。

▽
▽

　兵庫県耳鼻科医会では、本年度も年末年始の急患に対応するため次のとおり診療を行います。

　診療時間は、すべて午前９時～午後５時です。

　受付時間などは各医院で異なりますので直接問い合わせてください。

　保険証を必ず持参してください。

▽
▽

▽

　県立淡路病院では淡路病院小児科と島内小児科医院の医師が輪番で年末年始の小児救急診療を行います。

◆診療日　１２月３１日（土）、１月１日（日）、１月２日（月）、１月３日（火）

◆受付時間　午前９時～午後５時

◆電話番号　２３・２７００（受診前に必ず電話をおかけください。）

※受診の際には健康保険証と福祉医療（乳幼児・母子・重度障害者など）、小児慢性特定疾患など医療受給者証を必ず持

　参してください。

　　　開設日

１２月３１日（土）

　１月　１日（日）

　１月　２日（月）

　１月　３日（火）

　　　受付時間

午前９時～１１時３０分

午後１時～　４時３０分

午後６時～　９時３０分

　　　開設日

１２月３０日（金）

１２月３１日（土）

　１月　１日（日）

　１月　２日（月）

　１月　３日（火）

　　　医療機関 

中林病院（耳鼻科）

沖田耳鼻咽喉科

東浦平成病院

戸田耳鼻咽喉科医院 

福田耳鼻咽喉科

　　　　　　　　　住所・電話番号 

南あわじ市神代国衙１６８０－１　1４２・６２００

洲本市栄町１－３－２７　　　　　1２５・４１８７ 

淡路市久留麻１８６７　　　　　　1７４・０５０３ 

淡路市志筑新島６－２３　　　　　1６２・５３４７ 

南あわじ市広田広田８８７－１　　1４５・１７９３

（
敬
称
略
）

◆
大
工

　
濱
田
　
弘
道
（
上
物
部
）

◆
型
枠
大
工

　
　
端
　
佐
分
利
（
宇
原
）

◆
左
官

　
　
谷
　
尚
文
（
安
乎
町
平
安

　
浦
）

　
田
中
　
秋
次
（
千
草
）

◆
理
容
師

　
道
植
　
稔
（
宇
原
）

　
清
水
　
啓
好
（
宇
山
）

　
西
田
　
滋
（
栄
町
）

◆
美
容
師

　
藪
田
　
滿
津
子
（
本
町
）

　
　
丸
　
富
子
（
本
町
）

◆
電
気
工
事
士

　
向
山
　
和
義
（
宇
原
）

　
大
学
　
弘
司
（
安
乎
町
平
安

　
浦
）

平
成
十
七
年
度
の
洲
本
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
が
、
勤
労
感
謝
の

日
の
十
一
月
二
十
三
日
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、
十
一

人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
技
能
功
労
者
表
彰
は
技
能
者
の
地
位

と
技
術
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
れ
た
技
能

を
習
得
し
、
永
年
そ
の
職
種
に
従
事
し
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。

受
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
十
月
一
日
現
在
で
実
施

し
ま
し
た
国
勢
調
査
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
洲
本
市
独
自
の
集
計
速
報
と

し
て
、
人
口
・
世
帯
数
を
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

　
人
口
は
三
万
八
千
九
百
二
十

六
人
、
前
回
調
査
よ
り
人
口
で

二
千
二
百
三
十
二
人
、
率
で
五
・

四
 
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
一
万
五
千

七
十
九
世
帯
と
な
り
前
回
調
査

よ
り
三
百
三
十
五
世
帯
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
一
世

帯
当
た
り
の
人
口
も
前
回
の
二
・

六
七
人
を
更
に
下
回
る
二
・
五

八
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
総
務
省
統
計
局
に
よ

り
、
詳
し
い
統
計
が
順
次
公
表

さ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
社

会
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
住
宅

な
ど
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
）
へ
。

パ
ー

セ
ン
ト

　
最
近
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
の
感
染
性
胃
腸
炎
が
流
行
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
食
品
や
水
を
介
し
て
各
種
の

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
感
染
し
、

発
熱
、
下
痢
、
腹
痛
、
お
う
吐
、

悪
心
な
ど
の
胃
腸
炎
の
症
状
を

き
た
す
病
気
で
す
。

▽
汚
染
さ
れ
た
カ
キ
な
ど
の
二

　
枚
貝
を
、
生
あ
る
い
は
十
分

　
加
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ
た

　
場
合
。

▽
食
品
取
扱
者
（
食
品
の
製
造

　
な
ど
に
従
事
す
る
者
、
飲
食

　
店
に
お
け
る
調
理
従
事
者
、

　
家
庭
で
調
理
を
行
う
者
な
ど
）

　
が
感
染
し
て
お
り
、
そ
の
者

　
を
介
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品

　
を
食
べ
た
場
合
。

▽
患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
物
か
ら

　
二
次
感
染
し
た
場
合
。

※
家
庭
や
共
同
生
活
施
設
な
ど

　
ヒ
ト
同
士
の
接
触
す
る
機
会

　
の
多
い
と
こ
ろ
で
ヒ
ト
か
ら

　
ヒ
ト
へ
直
接
感
染
す
る
ケ
ー

　
ス
も
あ
り
ま
す
。

▽
主
な
症
状
は
お
う
吐
と
下
痢

　
で
、
発
病
当
初
に
激
し
い
症

　
状
を
お
こ
し
ま
す
。
下
痢
・

　
吐
き
気
・
お
う
吐
・
頭
痛
・

　
発
熱
な
ど
、
風
邪
と
よ
く
似

　
た
症
状
で
す
。

▽
潜
伏
期
間
は
二
十
四
時
間
か

　
ら
四
十
八
時
間
で
す
。

▽
一
般
的
に
軽
症
で
二
日
か
ら

　
三
日
で
回
復
し
ま
す
が
、
回

　
復
後
も
し
ば
ら
く
ウ
イ
ル
ス

　
の
排
出
が
続
く
の
で
注
意
が

　
必
要
で
す
。

※
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

　
一
週
間
程
度
（
長
け
れ
ば
二

　
〜
三
週
間
）
は
、
便
中
に
ウ

　
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
の

　
で
、
症
状
が
治
ま
っ
た
か
ら

　
と
い
っ
て
油
断
は
で
き
ま
せ

　
ん
。

▽
少
し
の
ウ
イ
ル
ス
を
摂
取
す

　
る
こ
と
で
発
症
し
、
抵
抗
力

　
が
落
ち
て
い
る
人
や
老
人
・

　
乳
幼
児
で
は
重
症
化
す
る
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の
生
食

　
は
避
け
、
十
分
に
加
熱
し
ま

　
し
ょ
う
。

▽
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な

　
ど
は
熱
湯
や
殺
菌
剤
（
ハ
イ

　
タ
ー
・
ピ
ュ
ー
ラ
ッ
ク
ス
な

　
ど
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

　
ム
）
で
十
分
殺
菌
し
ま
し
ょ

　
う
。

▽
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
の
手

　
洗
い
・
消
毒
を
徹
底
し
ま
し

　
ょ
う
。

▽
手
洗
い
の
後
、
使
用
す
る
タ

　
オ
ル
な
ど
は
清
潔
な
も
の
を

　
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
従
事
者
は
、
下
痢
、
吐

　
き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
発

　
熱
な
ど
風
邪
に
似
た
症
状
が

　
あ
っ
た
と
き
は
、
調
理
行
為

　
に
携
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

　
と
と
も
に
、
医
療
機
関
な
ど

　
を
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
患
者
の
便
、
お
う
吐
物
の
処

　
理
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

　
ま
し
ょ
う
。

※
お
う
吐
物
や
便
に
接
触
し
な

　
い
。
接
触
し
た
場
合
に
は
、

　
洗
浄
し
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

※
汚
れ
た
衣
類
は
、
ビ
ニ
ー
ル

　
手
袋
、
マ
ス
ク
を
用
い
て
片

　
付
け
、
そ
れ
に
使
用
し
た
用

　
具
や
雑
巾
な
ど
は
殺
菌
剤
で

　
つ
け
お
き
洗
い
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

※
汚
れ
た
床
は
、
殺
菌
剤
を
含

　
ま
せ
た
布
か
、
紙
で
覆
い
、

　
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
放
置
し

　
て
消
毒
し
、
使
用
し
た
布
や

　
紙
は
捨
て
ま
し
ょ
う
。

※
片
づ
け
た
後
は
、
よ
く
手
を

　
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
淡
路
県

民
局
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
1

２
６
・
２
０
６
２
）
へ
。

感
染
性
胃
腸
炎
と
は
？

主
な
感
染
経
路
は
？

主
な
症
状
は
？

予

防

法

は

？

(この速報数値は、本年１２月９日現在で市が独自に集計したもので、後日、総務
省統計局から公表される数値や官報で公示される数値とは異なる場合があります。）

内 　 町
外 　 町
潮
物 　 部
上 物 部
小 路 谷
千 　 草
加 　 茂
大 　 野
上 　 灘
由 　 良
中 川 原
安 　 乎
納
鮎 　 屋
総 　 数

人口　
2,635
2,118
4,008
3,372
3,801
678

2,072
4,409
6,646
146

4,133
1,631
1,998
970
309

38,926

世帯数  
1,279
1,014
1,671
1,524
1,588
354
708

1,444
2,167
77

1,631
488
660
375
99

15,079

人口　
2,804
2,399
4,456
4,080
3,906
646

2,079
4,472
6,571
182

4,602
1,686
2,049
924
302

41,158

世帯数  
1,370
1,098
1,776
1,780
1,585
310
706

1,416
2,046
92

1,704
471
643
329
88

15,414

平成１２年国勢調査平成１７年国勢調査　　　調査別
地区名　　　

人口と世帯の移り変わり
人口

50,000
人 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 

0

世帯数

2万世帯

1

0
昭和45　昭和50　昭和55　昭和60　平成02　平成07　平成12　平成17

年度

人口
世帯数

（12,466）（12,466）（13,109）（13,109）（13,775）（13,775）（14,181）（14,181）（14,582）（14,582）（14,908）（14,908）（15,414）（15,414）（15,079）（15,079）

44,499 44,137 44,131
44,563 43,817 42,373 41,158

38,92638,926



1４６

１０

菜
め
し
と
ミ
ル
ク
粕
汁

◆
作
り
方

菜
め
し

　
大
根
菜
は
細
か
く
刻
む
。

　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、

　
大
根
菜
と
ち
り
め
ん
を
炒
め
、

　
み
り
ん
と
し
ょ
う
ゆ
で
調
味

　
す
る
。

　
炊
き
た
て
の
飯
に
　
と
す
り

　
ご
ま
を
混
ぜ
る
。

ミ
ル
ク
粕
汁

　
豚
肉
、
里
芋
は
一
口
大
に
切

　
る
。

　
大
根
、
に
ん
じ
ん
、
こ
ん
に

　
ゃ
く
は
短
冊
に
切
る
。

　
酒
粕
は
、
細
か
く
刻
む
。

　
だ
し
汁
と
材
料
を
煮
る
。

　
味
噌
を
牛
乳
で
と
い
て
　
に

　
加
え
、
椀
に
入
れ
刻
み
ね
ぎ

　
を
散
ら
す
。

１

１

２

２

３

栄養士　久保田　とし子

エネルギー２３４

塩分　　　０．４グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

菜めし１人分

エネルギー　８５

塩分　　　０．８グラ
ム

キ
　ロ

カロ
リー

ミルク粕汁１人分

◆材料
菜めし（４～５人分）
米　　　　　　　２カップ
大根菜　　　　　１００ 
ちりめん　　　　　２０ 
ごま　　　　　　大さじ１
サラダ油　　　　　　適量
みりん　　　　小さじ１/３
しょうゆ　　　小さじ１/３
ミルク粕汁（４人分）
豚肉　　　　　　　８０ 
大根　　　　　　１００ 
にんじん　　　　　３０ 
里芋　　　　　　　６０ 
こんにゃく　　　　３０ 
酒粕　　　　　　　３０ 
だし汁　　　　　２カップ
牛乳　　　　　　１５０cc
味噌　　　大さじ１・１/３
ねぎ　　　　　　　　少量

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

グラ
ム

２

３４５

４

　
被
害
者
の
大
半
が
女
性
で
あ

る
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
や
配
偶
者

暴
力
（
D
V
）
事
案
は
、
そ
の

行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、

殺
人
な
ど
の
凶
悪
事
件
に
発
展

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
い
段
階
で
警
察
や
県
、
市
の

相
談
窓
口
な
ど
の
信
頼
の
お
け

る
専
門
機
関
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
相
談
機
関
で
は
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
事

案
や
配
偶
者
暴
力
（
D
V
）
事

案
の
う
ち
、
刑
罰
法
令
に
抵
触

す
る
事
案
に
つ
い
て
は
被
害
者

の
意
思
も
踏
ま
え
、
検
挙
そ
の

他
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

ま
た
、
刑
罰
法
令
に
抵
触
し
な

い
事
案
に
つ
い
て
も
、
内
容
に

応
じ
て
、
防
犯
指
導
や
自
治
体

・
弁
護
士
会
な
ど
の
関
係
機
関
・

団
体
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
適

切
な
自
衛
・
対
応
策
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
場
合
に

は
、
相
手
方
に
指
導
・
警
告
し

て
被
害
の
未
然
拡
大
防
止
を
図

る
な
ど
、
被
害
者
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
者
の
申
出
に
基
づ
き
、

警
察
が
行
為
者
に
対
し
て
警
告

な
ど
の
行
政
措
置
、
ま
た
は
検

挙
措
置
を
講
じ
る
ほ
か
、
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
状
況
に
応

じ
て
対
応
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
四

日
施
行
）

　
被
害
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
に
よ
り
そ
の
生
命
や
身
体
に

重
大
な
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
大
き
い
と
き
、
裁
判
所
が
行

為
者
に
対
し
て
、
被
害
者
の
身

辺
に
つ
き
ま
と
う
こ
と
な
ど
を

禁
止
す
る
こ
と
や
加
害
者
に
被

害
者
と
共
に
住
む
住
居
か
ら
退

去
す
る
こ
と
を
命
令
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
警
察
が
被
害
者
の
申

し
出
に
応
じ
て
、
被
害
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行

い
ま
す
。
（
平
成
十
三
年
十
月

十
三
日
施
行
、
平
成
十
六
年
十

二
月
二
日
改
正
法
施
行
）

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
人
権
推
進
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
５
）
へ
。

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法

（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
）

配
偶
者
暴
力
（
D
V
）
防
止
法

（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
 

保
護
に
関
す
る
法
律
）

　市では、吹きつけアスベストが使われている可能性のあ
る公共施設の検査を検査機関に委託していましたが、その
結果についてお知らせします。
　検査対象の１５施設の内、市民会館１階ロビーと２階大
ホールホワイエの天井部分に４ 、学校（洲本第一小と洲
浜中）のポンプ室の壁と天井部分に１ 未満のアスベスト
の含有が認められました。

　その処置として、市民会館については劣化または剥離の
ような状態ではありませんでしたが、念のために封じ込め
の対策工事を行いました。また、工事前に室内の石綿粉塵
濃度を測定しましたが、一般大気レベルでした。
　学校（洲本第一小と洲浜中）のポンプ室については、ボ
ードによる封じ込め工事をしています。
　詳しくは、総務部総務課（1２２・３３２１）へ。▼

パー
セント

パー
セント



１１

１０2

　洲三小校区地域ふれあい推進委員会による、ふれあい祭りが１１月６日に開催されました。児童会によるオープニング

クイズに始まり、各地域の様々なイベントが行われ、最後は阿波踊りで幕を閉じました。

　様々な活動に参加し、地域の人とふれあう中で豊かな心がはぐくまれています。

　岩戸川の一段と高い岸辺に、コバルトブルーの小鳥が川面をじっと見つめて止まっています。冷たい風が吹く中、登校

途中の子どもたちと息を潜めて見つめました。小魚をねらっていたカワセミは見つめられているのに気付いたのか、キラ

キラと青く光りながら飛んでいってしまいました。四季折々の生き物が、それぞれの命の輝きを見せてくれる豊かな環境

の中で今年も「命の学習」を進めています。

　１１月は「兵庫の教育推進月間」であるとともに、本校では「命の学習強化月間」でもありました。校内のワークスペ

ースには人の誕生や成長、老いや死について考えるための様々な手作りの絵や教具が展示され、自然に「命」について考

えられるようにしました。

　また、この月間中には、それぞれの学年に応じた「命の学習」を全学年で実施します。オープンスクール（１１月１６・

１７日実施）では１年生と２年生が、自分たちがお母さんのおなかの中にいたころのことや生まれたころのことを、3年生

は「今どんな気持ち」というテーマで感情を言葉で表す学習を、家族や地域の人に見ていただきました。

　広島の小学１年生が下校途中に殺害された痛ましい事件をはじめ、命や人の心を踏みにじるような事件が後を絶ちませ

ん。豊かな物に囲まれ便利さだけが追求されるような風潮の中で、命や人のぬくもりをいつくしみ、おたがいを大切にし

ながら共に生きる子どもを育みたいと願い「命の学習」をこれからも進めていきたいと考えています。

 他に、点取り玉入れ・豚汁コーナー・ジャンボ縄跳び・ペタンク・木のサンタクロース作りが行われました。

グラウンドゴルフ・ゲートボール・紅白玉入れについては、予定していましたが、雨天のため中止となりました。

阿波踊り

わらざいくコーナー ＵＦＯスルー リサイクルの品物作り

バンブーダンス 竹を使った昔の遊び



写真 ニュース

人権のことを考えよう　集いや街頭啓発

洲三小中尾さんの水道週間ポスター入選
　１２月４日からの人権週間を前に、１１月１５日洲本市人

権教育協議会や市職員によりジャスコ新洲本店前で街頭啓発

が行われました。また、１２月３日に市民交流センターで「洲

本市人権を考える集い」が開催され、小・中学生の意見発表や

タレントの亀山房代さんによる講演などが行われました。

わらじクラブ収穫感謝祭

　「第４７回水道週間協賛懸賞募集」図画の部・小学校低
学年で、洲本第三小学校３年の中尾茉美子さんが応募し
たポスターが入賞し、１１月１６日同校で伝達表彰が行
われました。作品は、水道週間に合わせて全国で募集され、
市内でも１８８１点の応募がありました。

大野で暴力団事務所撤去要求大会を開催

　宇原の指定暴力団の事務所前で、１１月２０日地域住
民らが「暴力団事務所撤去要求大会」を行いました。洲本
警察署副所長や市長、住民などおよそ４００人が参加し、「暴
力団事務所の撤去を要求する」との大会宣言を読み上げ、
デモ行進をおこないました。

兵庫県遊技業協同組合から　福祉車両が寄贈

　兵庫県遊技業協同組合から、市に福祉車両（兵庫県はぁ
～とふる福祉号）２台が寄贈され、１２月１日市役所で受
領されました。１台は、来年開所となる特別養護老人ホー
ム「ふくろうの郷」に贈られ福祉の向上のため使用されます。

　大野農村生活文化保存同好会「わらじクラブ」が年間を
通して子どもたちにお米づくりなどを体験してもらう活
動の一環として、収穫感謝祭が１１月１２日大野公民館で
開催されました。昨年から練習している和太鼓の演奏の後、
子どもたちが９月に収穫したお米でつくったおにぎりを
ほおばりました。

子どもたちの力作勢ぞろい　小中学校造形展

　「第３６回洲本市小中学校造形展」が、市民会館で１１月
２１日から２３日まで開催されました。水彩絵の具で描い
た絵画や、共同で作った立体作品など感性豊かな作品に、
訪れた人たちは見入っていました。

１２



中っ子を　やさしく見守る　地いきの目
中川原連合町内会が防犯看板設置

　中川原連合町内会が中川原小学校の児童から募集し

た防犯標語のたて看板を作製し、１１月１６日同校で採

用された３人の児童への表彰と看板のお披露目が行わ

れました。看板は２１枚作成され、中川原町内に設置さ

れています。

みかんの木のオーナー　説明会開催

　「みかんの木のオーナー」説明会が、１１月２３日物部

と宇原のみかん園で開催されました。家族や友人などの

グループ２８組が参加し、みかんの収穫の仕方や、おい

しいみかんの見分け方などの説明を受け、さっそく自分

の木を決定し、収穫を行いました。

公民館活動の成果を披露

　「洲本中央公民館まつり」が、１１月２２日、２３日に

開催されました。書道、絵画など公民館講座で作成した

多彩な作品の展示やお茶席が設けられ、多くの人で賑わ

いました。

大野小で　国語教育研究大会

　大野小学校で「兵庫県小学校国語教育研究会中央大会」

が、１１月１８日開催されました。午前中は公開授業と

提案授業が行われ、午後からは、５年２組の児童が「芝右

衛門たぬき」の劇を、その後絵本作家の石井睦美さんの

記念講演が行われました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
　
三
熊
山
梅
園
を
活
性
化

　
三
洋
電
機
の
O
B
会
・
洋
友
会
園
芸
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
１１

月
１４
日
三
熊
山
梅
園
で
　
定
を
行
い
ま
し
た
。洋
友
会
の
皆
さ
ん

は
、昨
年
１２
月
か
ら
消
毒
や
施
肥
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
職
員

と
と
も
に
梅
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

萩
原
さ
ん
が
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
２
冠

　
萩
原
正
純
さ
ん
が
１１
月
に
岡
山
県
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
５

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
）」の
水

泳
競
技
・
２５
 
自
由
形
と
背
泳
で
優
勝
し
ま
し
た
。両
種
目
と
も
大

会
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

メ
ー

ト
ル

１７１３



　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

と
教
訓
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、

安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
歩
む
こ
と
を
誓
う
た
め
、

H
A
T
神
戸
を
ゴ
ー
ル
と
し
た

ウ
ォ
ー
ク
事
業
な
ど
多
彩
な
事

業
を
行
い
ま
す
。

◆
と
　
き
　
平
成
十
八
年
一
月

　
十
七
日
c

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
ひ

ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会

議
事
務
局
（
兵
庫
県
企
画
管
理

部
防
災
企
画
局
企
画
課
内
1
０

７
８
・
３
６
０
・
６
３
６
３
）

へ
。

　
洲
本
温
泉
足
湯
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
写

真
展
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

◆
テ
ー
マ
　
洲
本
温
泉
足
湯
『
潮

　
騒
の
湯
』

◆
作
品
企
画
　
四
つ
切
り
カ
ラ

　
ー
プ
リ
ン
ト

◆
応
募
締
切
　
平
成
十
八
年
一

　
月
十
五
日
a

◆
応
募
方
法
　
封
筒
に
写
真
を

　
同
封
の
上
、
郵
便
番
号
・
住

　
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・

　
年
齢
・
電
話
番
号
・
性
別
・

　
題
名
を
明
記
の
上
、
洲
本
市

　
観
光
協
会
へ
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
。

※
優
秀
作
品
に
は
賞
金
、
応
募

　
者
全
員
に
記
念
品
が
あ
り
ま

　
す
。

※
応
募
作
品
は
、
平
成
十
八
年

　
二
月
十
日
f
〜
二
十
日
b
の

　
間
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
で
展

　
示
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
観
光
協

会
（
1
２
２
・
０
７
４
２
）
へ
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大

学
で
す
。
大
学
や
大
学
院
の
授

業
を
一
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

◆
募
集
内
容
　
平
成
十
八
年
度

　
第
一
学
期
学
生

◆
募
集
期
間
　
十
二
月
十
五
日

　
e

〜
平
成
十
八
年
二
月
二

　
十
八
日
c

▼
資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1
０
７
８
・
８
０
５
・
０

０
５
２
）
へ
。

　
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
食

生
活
の
高
カ
ロ
リ
ー
高
脂
肪
化
、

運
動
量
の
低
下
に
伴
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
を
上
手
く
行
う
こ
と

が
で
き
ず
肥
満
、
高
血
圧
、
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
生
活
環
境
下
で
脂

肪
肝
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　
脂
肪
肝
の
中
で
も
ア
ル
コ
ー

ル
を
全
く
飲
ま
な
い
の
に
、
ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
と
同
じ
組
織

像
（
顕
微
鏡
検
査
の
所
見
）
を

持
つ
人
が
い
る
こ
と
が
解
っ
て

き
ま
し
た
。
従
来
脂
肪
肝
は
肝

臓
自
体
は
あ
ま
り
障
害
を
受
け

ず
に
、
脂
肪
肝
を
き
た
す
状
態

が
動
脈
硬
化
な
ど
を
進
展
さ
せ

る
こ
と
が
あ
る
た
め
に
注
意
を

喚
起
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
組
織
像
を
持
つ
人
は
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
と
同
様
に
肝
臓

の
炎
症
が
強
く
進
行
性
で
、
肝

硬
変
、
肝
不
全
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
N
A
S
H
と
い
う

病
名
で
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
肥
満
（
特
に
内
臓
脂
肪
の

貯
留
が
悪
影
響
を
及
ぼ
す
）
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
合
併
し

て
お
り
肝
酵
素
（
G
O
T
/
G
P
T

な
ど
の
値
）
が
高
く
エ
コ
ー
上

脂
肪
肝
の
あ
る
人
は
こ
の

N
A
S
H
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
N
A
S
H
の
診
断
を
確
定
さ

せ
る
た
め
に
は
肝
臓
の
組
織
を

取
る
生
検
と
い
う
検
査
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
上

記
（
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
、
脂
肪
肝
と
肝
酵
素
異
常
の

合
併
）
に
該
当
さ
れ
る
人
は
ま

ず
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

食
生
活
や
運
動
で
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
生
活
習
慣
改

善
で
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
治

療
し
つ
つ
糖
尿
病
薬
、
高
脂
血

症
薬
、
肝
庇
護
薬
の
服
用
を
考

慮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
N
A
S
H
も
他
の
生
活
習
慣

病
と
同
様
に
初
期
に
は
ま
ず
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状

が
出
た
時
に
は
重
症
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
定
期

的
な
診
療
に
よ
る
疾
患
の
評
価
、

加
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１４

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し

て
い
ま
す
。

写真の人に出合ったら、
広報にのっていたねと、
ひと声かけてね。

１
・
１７
ひ
ょ
う
ご

メ
モ
リ
ア
ル
ウ
ォ
ー
ク
２００６

参

加

者

洲
本
温
泉
足
湯
『
潮
騒
の
湯
』

写
真
展
出
展
作
品

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

「
放
送
大
学
」
学
生

さいか医院

雑賀　聰医師

N
A
S
H
（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
）
に
つ
い
て

募

集



１５

　
淡
路
島
の
宣
伝
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
行
う
ク
ィ
ー
ン
淡
路

を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格 

 

淡
路
島
に
在
住

　
ま
た
は
勤
務
す
る
人
や
淡
路

　
島
に
縁
故
の
あ
る
満
二
十
歳

　
以
上
の
未
婚
の
女
性
。

◆
任
　
期 

 

平
成
十
八
年
三
月

　
〜
十
九
年
三
月
ま
で
。

◆
募
集
締
切 

 
平
成
十
八
年
二

　
月
六
日
b

◆
応
募
方
法 

 

履
歴
書
に
、
身

　
長
、
体
重
、
趣
味
、
特
技
、

　
家
族
構
成
を
書
い
て
、
正
面

　
上
半
身
カ
ラ
ー
写
真
（
手
札

　
サ
イ
ズ
）
と
応
募
動
機
を
記

　
し
た
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、

　
洲
本
市
観
光
協
会
に
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
観
光
協

会
（
1
２
２
・
０
７
４
２
）
へ
。

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店

な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い

る
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
（
こ

れ
ら
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
）

も
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
平
成
十
八
年
一
月

一
日
現
在
、
市
内
で
こ
れ
ら
の

償
却
資
産
所
有
者
の
人
は
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限
　
平
成
十
八
年
一

　
月
三
十
一
日
c

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
２
６
０
、

２
６
１
、
２
６
２
）
へ
。

　
兵
庫
県
内
の
電
気
機
械
器
具

製
造
業
な
ど
九
業
種
に
つ
い
て
、

最
低
賃
金
が
十
二
月
一
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
の

時
間
額
は
、
兵
庫
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（ http://w

w
w
.hyo

u
g
o -rou

d
ou
k
y
ok
u
.g
o.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
九

業
種
以
外
の
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
兵
庫
県
最
低
賃

金
は
、
九
月
三
十
日
か
ら
時
間

額
六
百
七
十
九
円
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
労
働
局
（
1

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４
）

か
、
淡
路
労
働
基
準
監
督
署
（
1

２
２
・
２
５
９
１
）
へ
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い
時
期

で
す
。

　
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
感
染
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
に
は

▽
手
洗
い
、
う
が
い
を
こ
ま
め

　
に
す
る

▽
人
ご
み
で
は
マ
ス
ク
を
使
用

　
す
る

▽
偏
食
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄

　
養
を
と
る

な
ど
が
有
効
で
す
。
無
理
を
せ

ず
に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
健
康
課
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

わが家の　ホ ー プ

母：千恵子さん（桑間）

柏木　郁斗 くん　（平成１７年４月２日生まれ）
いく  と

第

２６

代

ク
ィ
ー
ン
淡
路

償
却
資
産
の
申
告
を

産
業
別
最
低
賃
金
改
正
の

お

知

ら

せ

手
洗
い
、
う
が
い
が
基
本
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
か
ら

催眠商法のポイント

　大型店舗などのオープンに合わせ、無料や格安で商品

　がもらえると勧誘する。

　徐々に会場内を盛り上げ、異様な興奮状態を作りだす。

　最後に高額な商品を紹介し、勢いに任せて購入させる。

　無料の商品だけをもらって帰ろうとしても、高額商品

　を契約するまで帰してもらえない。

　臨時の仮設会場で行われるため、業者の所在が不明と

　なり連絡がつかないこともある。

催眠商法の注意点

　業者の呼び込みに安易についていかない。

　会場内では冷静な判断が困難になってしまいます。「自

　分は大丈夫」と思わない。

　高齢者の健康に対する不安につけ込んでくるが惑わさ

　れない。

被害が報告されている主な商品

　羽毛布団　　磁気マットレス　　家庭用電気治療器具

　健康食品など

　詳しくは、市役所市民生活部人権推進課（1２２・３

３２１内線３４５）へ。

▼
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽ ▽ ▽

▽

天然パーマがチャームポイントのイックンです。
たくましく元気に育ってね。

◆固定資産税・都市計画税        第３期
◆国民健康保険税               　 第４期
◆介護保険料（普通徴収）         第４期
◆納期　　　　　　　　　１２月２６日（月）
納税は、便利、安全、確実な口座振替をご利用

ください。

市役所総務部税務課



１６

情報広場

　
市
教
育
委
員
会
か
ら
来
年
一

月
下
旬
に
、
四
月
か
ら
小
・
中

学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
就
学

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
（
た

だ
し
、
中
学
校
へ
の
就
学
通
知

書
は
在
籍
す
る
小
学
校
を
通
し

て
送
付
し
ま
す
。
）

　
就
学
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
私
・
県
立
学
校
へ
入

学
す
る
人
は
、
就
学
通
知
書
を

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
指
定
さ

れ
た
以
外
の
学
校
へ
の
入
学
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
就
学
通
知
書
は
、
お
子
さ
ん

が
入
学
す
べ
き
学
校
と
入
学
式

日
時
を
通
知
す
る
も
の
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。

　
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
市
で
は
平
成
十
八
年
の
成
人

式
を
次
の
日
程
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
と
　
き
　
平
成
十
八
年
一
月

　
八
日
a

▽
受
付
　
午
後
一
時

　
半
〜
▽
開
式
　
午
後
二
時

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
文
化
体
育

　
館

◆
対
象
者
　
昭
和
六
十
年
四
月

　
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年
四

　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
洲
本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

　
て
い
る
人
に
は
、
十
二
月
中

　
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
出
身
者
で
就
職
、

　
進
学
な
ど
に
よ
り
現
在
洲
本

　
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人
も
、

　
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

　
望
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
６
８
）
へ
。

　
警
察
で
は
、
毎
年
一
月
十
日

を
「
一
一
〇
番
の
日
」
と
定
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
一
〇
番
通

報
を
早
く
・
正
し
く
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
一
一
〇
番
は
、
事
件
事
故
な

ど
を
い
ち
早
く
警
察
に
知
ら
せ

て
い
た
だ
く
緊
急
通
報
電
話
で

す
。

　
緊
急
以
外
の
事
柄
で
、
一
一

〇
番
を
利
用
す
る
と
、
そ
の
間

に
事
件
事
故
に
遭
っ
た
（
目
撃

し
た
）
人
か
ら
の
緊
急
通
報
に

支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
運
転
免
許
の
更
新
手

続
や
遺
失
物
の
問
い
合
わ
せ
は
、

洲
本
警
察
署
（
1
２
２
・
０
１

１
０
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
種
相
談
ご
と
は

　
「
＃
９
１
１
０
」

　
県
警
な
ん
で
も
相
談
電
話
を

ご
利
用
下
さ
い
。

洲
本
警
察
署

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
犠
牲

に
な
ら
れ
た
人
を
心
か
ら
追
悼

す
る
と
と
も
に
大
震
災
の
経
験

の
風
化
を
防
ぎ
そ
の
教
訓
を
将

来
に
生
か
す
た
め
、
ご
遺
族
の

ご
協
力
に
よ
り
収
集
・
保
存
を

行
っ
て
い
る
犠
牲
に
な
ら
れ
た

人
の
記
録
（
名
前
・
写
真
・
遺

族
の
想
い
な
ど
）
を
H
A
T
神

戸
の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
な

お
引
き
続
き
登
録
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
7

阪
神
・
淡
路

大
震
災
記
念
協
会
（
1
０
７
８
・

２
６
２
・
５
５
８
６
）
へ
。

平
成
十
八
年
成
人
式
の
ご
案
内

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

一
月
一
〇
日
は
「
一
一
〇
番
の
日
」

急
ぐ
ほ
ど
　
正
し
く

は
っ
き
り
　
一
一
〇
番

阪
神
・
淡
路
大
震
災

「
犠
牲
者
の
記
録
」
事
業

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で

公

開

中

　

－

－
　今年も大晦日からお正月にかけてコモード５６レイ

ンボープラザと洲本八幡神社をメイン会場に、市内各

所で様々なイベントが開催されます。

◆と　き　１２月３１日（土）、午後１０時～１月１

　日（日）午前２時

◆ところ　コモード５６レインボープラザ、洲本八幡

　神社、厳島神社、洲本神社、各商店街ほか

◆内　容　地元よさこいチームによるカウントダウン、

　元旦市、八狸スタンプラリーなど

　詳しくは、同フェスティバル実行委員会（1２２・

２５７１）へ。

▼

◆と　き　平成１８年１月１５日（日）、午前

　　　　　１０時～午後３時

◆ところ　伊弉諾神宮境内

◆内　容　　農林水産物の展示即売会など

　詳しくは、淡路農林水産祭事務局（淡路県民

局洲本農林水産振興事務所農業振興第２課1２

６・２０９９）へ。
▼

▽



１７

２８４

堀　田　　　久
（淡路昆虫研究会会長）

　
タ
テ
ジ
マ
カ
ミ
キ
リ
は
、
本

州
か
ら
九
州
の
暖
帯
林
に
生
息

す
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間
で

す
。
体
は
う
す
茶
色
で
、
体
長

は
二
 
前
後
、
触
覚
は
体
長
の

二
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
成
虫
は
五
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
現
れ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
や
ヤ

ツ
デ
の
生
木
の
樹
皮
を
食
べ
ま

す
。
雌
は
若
い
枝
に
か
み
傷
を

つ
け
て
、
そ
の
中
に
卵
を
産
み

付
け
ま
す
。
幼
虫
は
枝
の
内
部

を
食
べ
て
育
ち
、
二
年
か
ら
三

年
か
け
て
成
虫
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
成
虫

で
冬
を
越
し
ま
す
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
カ
ク
レ
ミ
ノ
を
探
す

と
、
枝
に
浅
い
穴
を
掘
り
、
頭

を
下
向
き
に
し
て
、
体
を
穴
に

ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
け
て
い
る

の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
洲
本
市
内
で
は
、
三
熊
山
に

生
息
し
て
い
る
の
で
す
が
、
数

は
少
な
い
よ
う
で
す
。

タテジマカミキリの成虫

タ
テ
ジ
マ
カ
ミ
キ
リ

　市では、家庭から排出される生活排水の水質浄化に効果的な

合併処理浄化槽設置工事に係る費用の一部を補助する「洲本市

合併処理浄化槽設置整備事業」を平成５年度より実施し、平成

１６年度末までに約１０２０基に対し補助を行っています。

　トイレだけでなく台所･風呂･洗面所などの生活雑排水も同時

に処理できる合併処理浄化槽を設置し、快適な住環境を実現し

てはいかがでしょうか。

◆補助対象区域　下水道事業計画区域外が補助事業の対象地域

　となります。合併処理浄化槽の設置予定場所が補助事業対象

　地域かどうかは市役所環境整備課でご確認ください。

◆補助対象住宅　補助申請者が居住する専用住宅と総延べ床面

　積の１/２以上の住宅部分を有する併用住宅が対象になります。

◆補助金額

◆補助申請期間　申請期間は１２月２８日までとなります。なお、

　補助事業は平成１８年３月３１日までに完了することが原則

　です。

　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３３２１

内線３４３～３４４）へ。

▼

◆
十
二
月
二
十
日
c

▽
午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一

　
時
〜
午
後
三
時
半

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
保

　
健
所
）

◆
十
二
月
二
十
一
日
d

▽
午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館

◆
一
月
十
一
日
d

▽
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半

　
洲
本
警
察
署

▽
午
後
一
時
〜
二
時
半

　
県
立
淡
路
病
院

▽
午
後
三
時
半
〜
四
時
半

　
洲
本
市
役
所

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。

セ
ンチ

浄化槽人槽区分

　５人槽

　７人槽

１０人槽

補助金額

３５４，０００円

４１１，０００円

５１９，０００円
知らない間に、あなたの預金が
　　なくなっていたら、どうしますか？
　不正取得したり、偽造したキャッシュカードを用いて、現
金自動預入支払機（ATM）から預貯金が引き出される被害が
発生しています。
偽造・盗難キャッシュカードの被害に遭わないための注意点
暗証番号について
　他人に暗証番号を教えないこと。
　ゴルフ場やサウナなどのロッカーの番号にキャッシュカ
　ードの暗証番号を使用しないこと。
　生年月日、自宅・勤務先の電話番号、住所や車のナンバーな
　ど他人に推察されやすい番号を暗証番号に使用しないこと。
　ATMの操作中、覗き見られないように、周囲に不審者がい
　ないかを確認すること。また、手で番号入力する部分を隠
　して入力するなど、背後から盗み見られないように注意す
　ること。
　詳しくは、市役所市民生活部人権推進課（1２２・３３２１
内線３４５）へ。

▽
▽

▽
▽

▼

おまかせコース　¥3,500、　¥5,000、　¥7,000　（税込）



年末年始市役所業務のお知らせ年末年始市役所業務のお知らせ年末年始市役所業務のお知らせ年末年始市役所業務のお知らせ年末年始市役所業務のお知らせ

《 年末年始の休館日について》
　１２月２８日（水）～1月4日（水）

の間、休館日となります。新年は1

月5日（木）から開館していますの

でよろしくお願いします。また、休

館日の間、本の返却は返却ポストを

ご利用ください。

《 新着本紹介 》
｢図書館力をつけよう｣

　近江哲史／著　日外アソシエーツ

｢「持たない！」生き方｣

　米山公啓／著　大和書房

｢就職のオキテ｣

　サカタカツミ／著　翔泳社

｢サンタクロースへの手紙｣

　アートデイズ／編　アートデイズ

｢土鍋で自慢おかず｣

　夏梅美智子／著　主婦と生活社

｢全盲の弁護士竹下義樹｣

　小林照幸／著　岩波書店

｢フリーターの法律相談室｣

　井上幸夫・笹山尚人／著　平凡社 

《 行事のお知らせ 》
「いっしょにおはなしかい」

（０～３歳児対象）

　１月２１日(土) 午前１１時から

「おはなし会」（３～６歳児対象）

　１月１４日(土) 午後２時から

「もっとおはなし会」（小学生対象）

　１月１４日(土) 午後２時３０分から

「おりがみ教室」

　１月７日(土) 午後２時から

「つくってあそぼう！」

　１月１５日(日) 午後２時から

※ 「おりがみ教室」、「つくってあ
そぼう！」は定員４０人。参加申込は
前日まで。

お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

洲本市民工房・ギャラリー

YO・らいふ・サポート事業

兵庫県立淡路養護学校　校外作品展

◆と　き　１月１２日（木）～１６日　

　（月）、午前１０時～午後６時（最終

　日は午後４時まで）

◆主　催　兵庫県立淡路養護学校

２００５～
　　　２００６

１２月２９日(木)から１月３日(火)まで、
市の業務はお休みとなります。

窓口発行業務窓口発行業務窓口発行業務

　１２月２９日から１月３日ま

で市の業務は休みになりますが、

出生届や死亡届などの戸籍の届

については、いつでも受け付け

します（宿直での受け付けとな

ります）。住民異動届や印鑑登

録の手続きは、休みの期間中は

できません。

　詳しくは、市役所市民生活部

市民課（1２２・３３２１内線

２５１）へ。

◆休館日　１２月２９日（木）～１

　月３日（火）

　詳しくは、市民工房（1２２・３

３２２）へ。

◆本館・プール棟休館日　１２月２８

　日（火）～１月４日（火）

　詳しくは、市民交流センター（1

２４・４４５０）へ。

◆休館日　１２月２９日（木）～１

　月３日（火）

　詳しくは、洲本市文化体育館

（1２５・３３２１）へ。

　１２月２９日から１月３日は留

守番電話での対応になります。

　緊急の場合や、テレビがうつら

ないといった故障、取材に対する

情報提供などは、お名前や連絡先、

用件などを留守番電話にいれてく

ださい。担当者から連絡します。

　なお、この期間、契約内容の変

更や有料チャンネルのお申込みな

どは、受付できませんのでご注意

下さい。

　詳しくは、淡路島テレビジョン

（1２５・２５２５）へ。

市民工房市民工房市民工房 淡路島テレビジョンの
　　　　　　　受付業務
淡路島テレビジョンの
　　　　　　　受付業務
淡路島テレビジョンの
　　　　　　　受付業務

▼

▼
▼

▼

▼

市民交流センター市民交流センター市民交流センター

文化体育館文化体育館文化体育館

１８



お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ　お知らせ

１９

マタニティメイト（対象・妊婦）　
全教室、妊婦さん・ご家族同士の交
流を大切に開催しています！
「いのちって何だ」 
　◆とき　毎月第１～第４月曜日
　◆受付　午前９時３０分～
　◆内容　母子健康手帳の交付
「お母さんは元気」  
　◆とき　１２月２１日（水）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠中の栄養と歯科健診
「赤ちゃん大好き」  
　◆とき　１月１０日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊娠期の生理と過ごし方
「こんにちは赤ちゃん」　要予約
　◆とき　２月　７日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　沐浴の練習
「おっぱいで育てたい」
　◆とき　１２月２０日（火）
　◆受付　午後１時３０分～
　◆内容　妊婦体操

　１２月、１月の乳幼児健康診査・
相談を次のとおり行います。対象者
には問診票などを送付しますので、
母子手帳を持参し受診してください。
◆受　付　　乳児、１０か月児、１
歳６か月児健康診査、２歳児健康相
談午後１時～１時１５分
　３歳児健康診査　午後１２時４０分～１時
　７か月児相談　午前９時40分～午前９時50分

１２月１５日（木）

１２月１６日（金）
（第３金曜日）

１２月２１日（水）
（第３水曜日）

　１月１２日（木）

　１月１３日（金）
（第２金曜日）

　１月１９日（木）

　１月２５日（水）

　１月２６日（木）

　１月２７日（金）

乳児健康診査（H１７年８月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年５月生）

７か月児健康相談（H１７年５月生）

３歳児健康診査（H１４年１０月生）

１０か月児健康診査（H１７年２月生）

乳児健康診査（H１７年９月生）

７か月児健康相談（H１７年６月生）

２歳児健康相談（H１６年１月生）

１歳６か月児健康診査（H１６年６月生）

すくすく子育て相談　要予約
　ゆっくりと相談していただけるよう、
できるだけご予約お願いします。

　     乳児期　　　　　幼児期
  （１か月～１歳頃まで） 　（１歳頃～）
  　１月２０日（金）　１月１１日（金）
 午前９時３０分～ 　午前１０時～

歯科保健相談 
　◆とき　１２月２１日（水）、１月
　　２５日（水）
　◆受付　午後１時～
　　フッ素塗布を同時に行います（料
　　金１，４８０円）。

成人健康相談 （糖尿病予防重点相談）
　◆とき　毎月第１、３月曜日、午
　　後１時～３時（スタッフ　生活
　　習慣病予防指導士、栄養士）

法律相談  弁護士による相談。
◆と　き　１月１１日（水）、１月１８日（水）
◆受　付　市役所市民相談係で電話によ
　る予約受付けをしています  1２２・
　３３２１内線３４５、３４６
◆ところ　総合福祉会館
行政相談
◆と　き　１月２５日（水）、午後１時１５
　分～午後３時
◆受　付　午後１時１５分～２時３０分
◆ところ　総合福祉会館
社会保険相談　　要予約
◆と　き　毎月第３金曜日、午前１０時
　～午後３時
◆ところ　市民会館
司法書士による無料法律・登記相談   要予約
◆と　き　１月１７日（火）、午前１０
　時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
司法書士による多重債務相談　要予約
◆と　き　１２月２６日（月）、１月２３日
　（月）午前１０時～正午
◆ところ　県洲本総合庁舎
　予約など詳しくは、司法書士野口泰嗣
事務所（1２６・３１２３）へ。
心配ごと相談（1２６・００２２）

◆と　き　毎月第１・２・３金曜日、
　午後１時～４時
◆ところ　総合福祉会館で。
＊電話での相談にも応じています
人権相談（1２２・０４９７）
◆と　き　毎週水曜日午前９時～午後
　４時
◆ところ　神戸地方法務局洲本支局人
　権相談室
家庭児童相談 （1２２・３３３２）
　０～１８歳までの子どもの相談。
◆と　き　毎週月・火・木、午前８時
　３０分～午後５時１５分
◆ところ　洲本市健康福祉館
青少年相談（1２２・４５４７）
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時
専門医による心の相談（1２２・４５４７）
◆と　き　毎月第３水曜日、午後１時
　～３時
◆ところ　青少年センター
母子家庭相談 （1２２・３３３２）
◆と　き　毎週金曜日午前１０時３０分
　～午後５時
◆ところ　洲本市健康福祉館
高齢者相談 （フリーダイヤル０１２０・
３６・７８３０） 
◆と　き　月～金曜日、午前９時～午
　後５時３０分
◆ところ　淡路県民局
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（
Ｙ
）

成人健康相談 
◆と　き　毎月第２、４水曜日、第
　１、２、４金曜日
◆受　付　午後１時～１時３０分
こころのケア相談  要予約
精神病、痴呆、アルコールその他心
の相談など。
◆と　き　毎月第２火曜日、奇数月
　第４水曜日、午後１時３０分～
栄養表示基準制度相談　要予約
◆と　き　毎月第１、３月曜日、午
　前１０時～正午
栄養専門相談 　要予約
◆と　き　毎月１・３月曜日、午後
　１時～５時

人間ドック
◆と　き　木・金曜日、受付午前９
　時～
◆ところ　洲本伊月病院
◆受　付　同病院（1２６・０７７
　０）へ。
◆料　金　１４，９９０円
　助成についてなど詳しくは、国保
の人は、市役所市民生活部市民課国
保年金係（1２２・３３２１内線２
５５）、社会保険などその他の人は、
市保健センター（1２２・３３３７）へ。

（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）（保健所）
TEL.22-3541

▼

▼



　年末・年始のごみの定期収集は、燃えるごみ・燃えないごみとも収集日が１回休みになりますのでご注意ください。

　年末最後と年始最初の地区別の収集日は次の表のとおりです。

　ごみ出しルール（決められた曜日に、決められた場所へ、指定ごみ袋で）やマナーを守ってみんなで「清潔なまちづくり」

を推進し、気持ちよく新年を迎えましょう。

年末（最後の収集日）
収　集　地　区　名

年始（最初の収集日）

燃えるごみ 燃えないごみ 燃えるごみ 燃えないごみ

２８日（水）

２９日（木）

２９日（木）

２９日（木）

３０日（金）

３０日（金）

３０日（金）

３１日（土）

３１日（土）

２８日（水）

２３日（金）

２７日（火）

２８日（水）

２６日（月）

２８日（水）

２９日（木）

２３日（金）

２７日（火）

４日（水）

５日（木）

５日（木）

５日（木）

６日（金）

６日（金）

６日（金）

７日（土）

７日（土）

４日（水）

６日（金）

１０日（火）

１１日（水）

９日（月）

１１日（水）

１２日（木）

６日（金）

１０日（火）

上灘地区（中津川・相川・畑田）

物部、上物部、津田
［池の山と上物部の一部（太郎池周辺）を除く］

小路谷
千草地区（野旦田・上田原・猪鼻・中村・竹原・東・明田）

納地区、鮎屋地区
外町地区（山手３丁目・栄町２～４丁目・本町５～８丁目）
［山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）を除く］

塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間、港
安乎町（山田原・北谷・古宮・中田・平安浦・宮野原）
中川原町（市原・二ツ石・厚浜・中川原・三木田・安坂）

奥畑、上内膳、下内膳、上加茂

内町地区
（海岸通・山手１～２丁目・栄町１丁目・本町１～４丁目）
山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）

大野地区
（宇原・大野・金屋・前平・池田・木戸・新村・池内）
池の山と上物部の一部（太郎池周辺）

由良地区（由良１～４丁目・内田・天川・由良）

ご自分で処理施設へ搬入することもできます。

・燃えるごみは、「やまなみ苑（南あわじ市広田広田１１７４、1４５・０５３４）」

　（但し、１２月３１日午後４時３０分まで、処理手数料２０  に付き１４０円必要です。）

・燃えないごみ・粗大ごみは、「粗大ごみ処理場（洲本市奥畑西の谷、1２４・１６７６）」

　（但し、１２月３０日正午まで、処理手数料１００  に付き１，５００円必要です。）

詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３３２１、内線３４２・３４３）へ。

▽
▼

キ
　ロ

グラ
ム

キ
　ロ

グラ
ム




